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HX Connectでの復元力ステータスの表示
HX Connectの [ダッシュボード（Dashboard）]ページには、HXストレージクラスタのステー
タスの概要が表示されます。[情報（Information）]（情報アイコン）をクリックして復元力ス

テータスにアクセスします。 復元力ステータスは、データ復元力の正常性ステータスと

ストレージクラスタの障害許容力を示します。

HX Connectで復元力ステータスにアクセスするには、次の手順に従います。

1. HX Connectにログインします。

1. ブラウザで、HXストレージクラスタ管理 IPアドレスを入力します。
https://<storage-cluster-management-ip>に移動します。

2. 管理者ユーザのユーザ名とパスワードを入力します。[Login]をクリックします。

2. 左側のナビゲーションウィンドウで、[ダッシュボード（Dashboard）]をクリックします。

3. [ダッシュボード（Dashboard）]ページで、HyperFlexストレッチクラスタの復元力ステー
タスを確認できます。

色分けとアイコンを使用して、さまざまなステータスの状態が示されます。アイコンをクリッ

クすると、追加情報が表示されます（現在の状態になっている理由を説明するメッセージな

ど）。復元力スタータスには、次のものがあります。

• [正常（Healthy）]：クラスタは、データおよび可用性に関して正常な状態です。

• [警告（Warning）]：データまたはクラスタの可用性に悪影響が生じています。

トラブルシューティング

1



• [不明（Unknown）]：クラスタがオンラインになるまでの遷移状態。

下に記載されているディスク障害は、コンバージドノード（ウィットネス VMまたは非表示
クラウドウィットネスノードとコンピューティングノードはユーザーデータをホストしてい

るディスクがありません）専用です。

重要

独立した、同時に発生しない障害シナリオ

HX Connectに示される復元力ス
テータス

予想される動作障害シナリオ

[警告（Warning）]：クラスタが
回復するまで、クラスタのス

テータスは異常として示されま

す。

これらのノードが VMリソース
に対応できる限り、VMは同じ
サイトの残りのノードにフェー

ルオーバーします。

1つのノードで障害が発生

[警告（Warning）]：HX Connect
にサイト障害の詳細が示されま

す。

クラスタが回復するまで、クラ

スタのステータスは異常として

示されます。

ユーザ VMは他のサイトに
フェールオーバーします。

障害後の回復操作が

成功するには、

ウィットネス VM
ノードがオンライン

でなければなりませ

ん。

（注）

任意の1つのサイト上のす
べてのノードで障害が発生

[警告（Warning）]：クラスタが
回復するまで、クラスタのス

テータスは異常として示されま

す。

クラスタはフェールオーバー後

に回復します。

1つのディスクで障害が発
生

[警告（Warning）]：クラスタが
回復するまで、クラスタのス

テータスは異常として示されま

す。

1つのディスクで障害が発生し
た場合と同じです。

1つのディスクで障害が発生し
た場合と同じです。

1つのサイト上の 2つの
ディスク（各ノードで1つ
のディスク）で同時に障害

が発生

ウィットネス VM：表示なし。

非表示クラウドウィットネス：

オンライン/オフライン/不明が
[システム情報（System
Information）]ページに表示され
ます。

クラスタはオンラインのままで

す。

ウィットネスVMまたは非
表示クラウドウィットネ

スの障害
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HX Connectに示される復元力ス
テータス

予想される動作障害シナリオ

障害を示す視覚的標識はありま

せん。

クラスタはオンラインのままで

す。

vCenterで障害が発生（プ
ラットフォームに影響する

障害）

障害を示す視覚的標識はありま

せん。

クラスタはオンラインのままで

す。

特定のサイトとウィットネ

スVMまたは非表示くらお
どウィットネスの間で

ネットワークが分離

[警告（Warning）]：HX Connect
にサイト障害の詳細が示されま

す。

クラスタが回復するまで、クラ

スタのステータスは異常として

示されます。

すべてのユーザ VMが一方のサ
イトからもう一方のサイトに

フェールオーバーします。もう

一方のサイトから VMが引き続
き稼働します。

障害後の回復操作が

成功するには、

ウィットネスVMま
たは非表示クラウド

ウィットネスノード

がオンラインでなけ

ればなりません。

（注）

サイト間でネットワークが

分離

ウィットネス VMまたは非表示クラウドウィットネスの障害による障害シナリオ

HX Connectでの視覚的標識予想される動作障害シナリオ

[警告（Warning）]：クラスタが
回復するまで、クラスタのス

テータスは異常として示されま

す。

クラスタはオンラインのままで

す。

ディスクで障害が発生

[警告（Warning）]：クラスタが
回復するまで、クラスタのス

テータスは異常として示されま

す。

クラスタはオンラインのままで

す。

クラスタは異常な状態になりま

す。

1つのノードで障害が発生
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HX Connectでの視覚的標識予想される動作障害シナリオ

[警告（Warning）]：クラスタが
回復するまで、クラスタのス

テータスは異常として示されま

す。

クラスタの停止により、両方の

サイトですべてのパスがダウン

します。この状態は、2番目の
障害が修復されるか、ウィット

ネス VMまたは非表示クラウド
ウィットネスが復元されるまで

続きます。

リンクエラー

[警告（Warning）]：クラスタが
回復するまで、クラスタのス

テータスは異常として示されま

す。

クラスタの停止により、両方の

サイトですべてのパスがダウン

します。この状態は、2番目の
障害が修復されるか、ウィット

ネス VMまたは非表示クラウド
ウィットネスが復元されるまで

続きます。

ファブリックインターコ

ネクトペアのいずれかで

障害が発生

[警告（Warning）]：クラスタが
回復するまで、クラスタのス

テータスは異常として示されま

す。

クラスタの停止により、両方の

サイトですべてのパスがダウン

します。この状態は、2番目の
障害が修復されるか、ウィット

ネス VMまたは非表示クラウド
ウィットネスが復元されるまで

続きます。

スイッチで障害が発生

[警告（Warning）]：クラスタが
回復するまで、クラスタのス

テータスは異常として示されま

す。

クラスタの停止により、両方の

サイトですべてのパスがダウン

します。この状態は、2番目の
障害が修復されるか、ウィット

ネス VMまたは非表示クラウド
ウィットネスが復元されるまで

続きます。

サイトで電源障害が発生

ネットワーク構成のトラブルシューティング
ネットワーク構成の前提条件を満たしているかどうかを確認するには、次のようにします。

•ストレッチ VLANが作成された後、それぞれのサイトに存在するノードに ping可能であ
ることを確認します。

•すべてのサイトでラウンドトリップ時間（RTT）と帯域幅の要件を満たしていることを確
認します。RTTおよび帯域幅を測定するには、IPerfと Ping、またはCiscoでサポートされ
ている任意のツールを使用できます。
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データストアの容量を増やすと空き容量として表示され

ないことがある

問題:

データストアの容量を増やすと、HX Connect UIおよび stcl iで空き容量として表示されない場
合があります。

推奨される解決策:

各 VMで使用されている実際のスペースに応じてデータストアのサイズを変更します。
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最大クラスタ容量を使用してデータストアのサイズを変更します。実際に使用されているデー

タストアの間隔が反映されます。これは、要件に基づいてデータストアのサイズを変更するた

めのヒントとして使用できます。

1. HX Connectから [データストア]を選択します。

2. [datastore]を選択します。[Edit]をクリックします。

3. [Edit Datastore]ダイアログボックスでデータストアのサイズを変更するには、必要に応じ
て[サイズ]を変更します。

4. データストアを編集します。

（注）

サイト間フェールオーバーのトラブルシューティング
サイト間のフェールオーバー時に、次の手順を実行します (必要な場合)。

•サイト間の障害時には、フェールオーバーにかかる時間に応じて、VMにはESXレイヤか
らの一時的なすべてのパスダウン (APD)イベントが表示されることがあります。このAPD
は、ウィットネス VMまたは非表示クラウドウィットネス接続が低速である場合に予想
されます。

•場合によっては、サイト間のフェールオーバー中にタイムアウトしたユーザーのVMを、
手動で再起動する必要がある場合があります。

ノードをリブートして APDを解決しないようにしてください。クラスタのサイズとデー
タ量によっては、ウィットネス VMまたは非表示クラウドウィットネストランザクショ
ンの遅延が高くなると、フェールオーバーに 20～ 30分以上かかる場合があります。

HyperFlexストレッチクラスタウィットネスの再展開
状況によっては、ストレッチクラスタウィットネスを再展開する必要があります。

以下に例を示します。

•ウィットネス VMが削除されました

•ウィットネス VMが破損しています

このプロセスは、Witness VMの IPを変更する目的で使用しないでください。（注）

ストレッチクラスタ監視を再展開するには、次の手順を実行します。
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ステップ 1 ストレッチクラスタウィットネス .ovaの適切なバージョンをダウンロードします。

ステップ 2 クラスタが正常であることを確認します。

ステップ 3 以前の IPアドレスと同じ IPアドレスを持つ新しいウィットネス VMを展開します。

ステップ 4 新しいウィットネス VMにログインし、展示を停止します。

例：

root@Cisco-HX-Witness-Appliance:~# service exhibitor stop

ステップ 5 zookeeperアンサンブルの一部であるクラスタ内の SCVMを見つけます。

アンサンブルの一部であるサイトごとに2つのノードがあり、出力例ではリーダーまたはフォ
ロワーとして表示されます。

（注）

例：

root@SCVM-1:~# echo srvr | nc localhost 2181
Zookeeper version: 3.4.6--1, built on 07/26/2017 20:05 GMT
Latency min/avg/max: 0/0/3043
Received: 531158372
Sent: 531194128
Connections: 9
Outstanding: 0
Zxid: 0x350002e75c
Mode: follower <<<<<<<<<<<<
Node count: 3804

ステップ 6 SCVMから /tmpの場所にあるウィットネス VMに showor.propertiesファイルをコピーします。

例：

root@SCVM-1:~# scp /usr/share/exibitor/exhibitor.properties
root@<Witness-VM-IP>:/tmp/exhibitor.properties

ステップ 7 ウィットネス VMでファイル を編集し、com.netflix.exhibitor.servers-specで始まる行を見つけます。

例：

root@Cisco-HX-Witness-Appliance:~# vi /tmp/exhibitor.properties#

Auto-generated by Exhibitor
#Mon Oct 29 15:51:29 PDT 2018
com.netflix.exhibitor-rolling-hostnames=
com.netflix.exhibitor-rolling.zookeeper-data-directory=/var/zookeeper
com.netflix.exhibitor-rolling.servers-spec=0\:192.168.4.159,1\:10.9.47.50
,2\:10.9.47.49,3\:10.9.47.45,4\:10.9.47.44
com.netflix.exhibitor.java-environment=ZOO_LOG_DIR\=/var/log/zookeeper\
nZOO_LOG4J_PROP\="INFO,ROLLINGFILE"\nZOOPIDFILE\=/tmp/zookeeper/
zookeeper_server.pid
com.netflix.exhibitor.zookeeper-data-directory=/var/zookeeper
com.netflix.exhibitor-rolling-hostnames-index=0
com.netflix.exhibitor-rolling.java-environment=ZOO_LOG_DIR\=/var/log/
zookeeper\nZOO_LOG4J_PROP\="INFO,ROLLINGFILE"\nZOOPIDFILE\=/tmp/zookeeper/
zookeeper_server.pid
com.netflix.exhibitor-rolling.observer-threshold=0
com.netflix.exhibitor.servers-spec=0\:192.168.4.159,1\:10.9.47.50,2\
:10.9.47.49,3\:10.9.47.45,4\:10.9.47.44
com.netflix.exhibitor.cleanup-period-ms=0
com.netflix.exhibitor.auto-manage-instances-fixed-ensemble-size=0
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com.netflix.exhibitor.zookeeper-install-directory=/usr/share/zookeeper
com.netflix.exhibitor.check-ms=30000

上記の例では、10.9.47.xの IPがストレージデータサブネットで、192.168.4.xの IPが管理サ
ブネットです。

（注）

ステップ 8 zookeeperクラスタ内の SCVMのすべてのデータ IPアドレスと、ウィットネスVMの管理 IPアドレスが
表示されたら、すべてのデータ IPアドレスを、対応する各コントローラ VMの管理 IPアドレスに置き
換えます。

例：

root@Cisco-HX-Witness-Appliance:~# vi /tmp/exhibitor.properties#

Auto-generated by Exhibitor
#Mon Oct 29 15:51:29 PDT 2018
com.netflix.exhibitor-rolling-hostnames=
com.netflix.exhibitor-rolling.zookeeper-data-directory=/var/zookeeper
com.netflix.exhibitor-rolling.servers-spec=0\:192.168.4.159,1\:10.9.47.50,2\:10.9.47.49,3\:10.9.47.45,4\:10.9.47.44
com.netflix.exhibitor.java-environment=ZOO_LOG_DIR\=/var/log/zookeeper\nZOO_LOG4J_PROP\="INFO,ROLLINGFILE"\nZOOPIDFILE\=/tmp/zookeeper/zookeeper_server.pid
com.netflix.exhibitor.zookeeper-data-directory=/var/zookeeper
com.netflix.exhibitor-rolling-hostnames-index=0
com.netflix.exhibitor-rolling.java-environment=ZOO_LOG_DIR\=/var/log/zookeeper\nZOO_LOG4J_PROP\="INFO,ROLLINGFILE"\nZOOPIDFILE\=/tmp/zookeeper/zookeeper_server.pid
com.netflix.exhibitor-rolling.observer-threshold=0
com.netflix.exhibitor.servers-spec=0\:192.168.4.159,1\:192.168.4.50,2\:192.168.4.49,3\:192.168.4.45,4\:192.168.4.44
com.netflix.exhibitor.cleanup-period-ms=0
com.netflix.exhibitor.auto-manage-instances-fixed-ensemble-size=0
com.netflix.exhibitor.zookeeper-install-directory=/usr/share/zookeeper
com.netflix.exhibitor.check-ms=30000

ステップ 9 ファイルへの変更を保存し、/tmpから /usr/share/exhibitor/にファイルをコピーします。

例：

root@Cisco-HX-Witness-Appliance:~# cp /tmp/exhibitor.properties
/usr/share/exhibitor/exhibitor.properties

ステップ 10 ウィットネス VMがクラスタと同期するまで待機します（通常は短時間ですが、最大 1時間かかる場合
があります）。[システム情報（System Information）]で HX Connectからウィットネス VMがオンライ
ンであることを確認できます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


